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　二酸化炭素は地球温暖化の原因といわれているガスの一種で、産業活動による排出量が国内全体の排出量の
30%以上（※）を占めています。産業活動に関連した二酸化炭素の発生過程は、大きく分けて2種類あります。

（※）データ出典元 「2024年度の我が国の温室効果ガス排出量及び吸収量について」添付資料（環境省）

▷エネルギーの消費に伴い発生

　車や船などを動かすため、火力発電により電
気を作るために化石燃料を燃やすと発生します。

▷製品の製造工程で発生

　例えばセメント製造では、材料の石灰石を高
温で加熱する過程で発生します。

　産業活動を続けていくには、多くのエネルギーが必要です。特に電力需要は、AIのさらなる普及やデジタル化の
進行などにより、今後は大幅な増加が見込まれます。しかし、化石燃料に依存したままでは、エネルギーを消費する
ほど二酸化炭素の排出量が増え、地球温暖化をさらに進行させてしまう恐れがあります。
　そのため、日本では、カーボンニュートラルと経済成長を同時に実現させるための取り組みを計画・実施しています。
この取り組みをきっかけに、たくさんの業界がカーボンニュートラルを目指していくことで、化石燃料中心の産業
構造から、二酸化炭素を排出しないクリーンエネルギーが中心の産業構造へと転換していくといわれています。

これからの日本はどうなるの？

取り組み例

▷�化石燃料への依存度を低減す
るための技術開発を支援

▷�化石燃料の代わりとなる資源
の価格を下げて、導入を後押し

H2

▷�住宅の高断熱化や省エネ家電
導入を推進

　二酸化炭素などの温室効果ガスの「排出量」から、森林などによる「吸収量」を差し引いて、全体として「実
質ゼロ」になる状態のことをカーボンニュートラルといいます。かけがえのない地球環境を守るため、カーボ
ンニュートラルを目指す動きが世界中で進んでおり、日本経済全体も、クリーンな新しいエネルギーの開発・
利用促進に取り組むなど、大きな転換期を迎えています。
　新たな八戸の地域経済を皆さんと考える第一歩として、今回、八戸市のGX（※）・次世代エネルギー
に関するビジョンを策定しました。八戸の明るい未来を目指し、一緒に考えてみましょう。

（※）グリーントランスフォーメーション（化石燃料中心の社会をクリーンなエネルギー中心の社会へと転換しながら、経済成長を目指す取り組み）の略

なぜ二酸化炭素（CO2）は発生するの？
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二酸化炭素の排出量を削減する次世代のエネルギー

　現在、化石燃料に代わるエネルギーとして挙げられている次世代のエネルギーを紹介します。現時点ではコス
トが高い、原料を安定して調達できないなどの課題もありますが、実用化に向けて研究・開発が進められています。

合成メタン、合成燃料（液体）
　水素と、産業などで排出される二酸化炭素で作られ
ます。合成メタンは都市ガスと、合成燃料（液体）はガ
ソリンと同じように使われます。

アンモニア
　火力発電所で発電する際に、燃料の
一部をアンモニアにすることで、二 
酸化炭素の発生を抑えられます。

水素
　酸素と反応することでエネルギーが
生じます。水素を燃料とする車（燃料電
池自動車）も開発されています。

フュージョンエネルギー
　太陽が輝く原理（核融合）を再現した技術です。原子
力発電（核分裂）と異なり、燃料の供給を止めるとすぐに
反応も止まるため、安全性が高いといわれています。

排出が抑えられない二酸化炭素は回収・再利用する方法も！
　工場や発電所から排出される二酸化炭素を回収して地下に貯
蔵する技術や、再利用する技術の開発も進められています。
　回収した二酸化炭素を活用して合成メタンを作ることを「メ
タネーション」といい、愛知県の東邦ガス㈱は知多市と連携し、
国内初のメタネーション実証を行っています。 メタネーション設備（愛知県知多市・東邦ガス） 

画像提供 東邦ガス㈱

八戸市はエネルギー消費の多い「産業都市」

　八戸市はセメント・鉄鋼・造船などの製造業からIT関連企業まで、
さまざまな産業が集約している産業都市です。
　2年度の八戸市のエネルギー消費量は約34,600TJ（※1）（※2）で、半
分以上が産業部門での消費、その大半を製造業が占めています。青
森市、弘前市と比較すると、八戸市の産業におけるエネルギー消費
率が高いことがわかります。
　エネルギー消費が多い産業都市の八戸市にとって、主流となるエ
ネルギー情勢の変化による影響は、非常に大きいものとなります。
　今後も八戸市が産業都市として持続的に発展していくためには、
これから起こる変化に対応していかなければなりません。
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[1]�Ryoga Ono, Hiroaki Onodera, Koyo Kikuchi, Yudai Morita, Rémi Delage and Toshihiko Nakata,  Japan EnergyDatabse 
with hourly and municipal-scale estimates to support local energy system analysis. Scientific Data （2025）

[2]�Hiroaki Onodera, Rémi Delage and Toshihiko Nakata, The role of regional renewable energy integration in 
electricitydecarbonization—A case study of Japan, Applied Energy, 363（2024）, 123118

（※2）データ出典元
（※1）J

ジュール
はエネルギー量を表す単位で、T

テラ
は10の1兆倍を表す。

産業（製造業）

産業（農林水産業・
鉱業等・建設業）

その他
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　八戸市の未来像を実現するためには、長い年月をかけて、多くの関係者が協力して取り組む必要があります。そこで、
プロジェクトを進める過程をまとめた計画表を作りました。
　次世代エネルギーの分野は、取り組みのスピードや方向性が変わりやすいため、その変化をつぶさに把握し、方向
性を随時見直す予定です。
　また、プロジェクトの条件や課題、進め方を検討するため、民間企業や経済団体、行政機関の関係者を集めた組織
も設置する予定です。

　将来、八戸市で、カーボンニュートラルと経済成長の両立が実現するとどうなるのでしょうか。先進地の取り組み
を参考に、地域の特徴を生かした、産業・エネルギー分野における未来像を描いてみました。
　生産・流通の技術の発達により、地域の経済活動が活発になり、地域住民の豊かな暮らしを支えています。

実現に向けたロードマップ

2026年-2030年 2031年-2045年

▷省エネ投資の促進
▷�メタネーションなどの実験・研究

▷メタネーションなどの社会実装
▷�バイオ燃料製造
▷水素エネルギーへの転換加速

▷カーボンニュートラルの実現
▷力強い地域経済の創成

2050年-

C02

メタネーション
C02

CO�

カーボンリサイクルを
活用した産業の創出
　メタネーションなどの、排出
される二酸化炭素を資源とする

「カーボンリサイクル」技術を
活用した産業が生まれています。

クリーンな物流・交通網の形成
　水素を燃料としたトラック（燃料電
池トラック）の普及などにより、環境
にやさしい物流網が形成されています。

産業競争力の向上
　エネルギーの安定供給や省エネに
より操業コストが低減するほか、環境
への配慮により地域企業の付加価値
が高まり、競争力が向上しています。
エネルギー関連産業の創出
　次世代エネルギーの実用化や、エネ
ルギーを大量に消費するデータセン
ターの設立に伴い、関連産業が生まれ
ています。

希望を持って描く2050年の八戸市

エネルギーの拠点化
　港湾があるという特性を生かして、
水素、アンモニアなどの次世代エネル
ギーの受け入れ基地が作られています。

新しいエネルギーでつくる、未来の八戸特集

44　令和8年8月号　広報はちのへ　令和8年8月号　広報はちのへ

特集



　「八戸地域新ゼロエミッション連絡協議会」の事務局である八戸インテリジェントプラザの所長・松坂さんに、カー
ボンニュートラルやゼロエミッション（廃棄物をゼロにすること）についてお話を伺いました。
　同協議会は、市内の6企業と市次世代エネルギー導入・産業創造推進室（商工課）が参画している団体です。各企業
のカーボンニュートラルに関する取り組みの紹介や広報、先進企業への視察、講習会の開催などを行っています。

インタビュー

市民の皆さんに向けてメッセージをお願いします。
　地域の産業のことをもっともっと知ってほしいです。エネルギー価格は高騰している、関税などの
影響で製品もなかなか売れない、古くなった設備を更新する必要もある、その中でも社会的責任を果
たそうと、地域の多くの企業がカーボンニュートラルを始めとする環境保全の対策に取り組んでいます。
　特に学生やその家族の人たちには、地域の優れた企業をたくさん見ていただいて、その企業に就職し、
カーボンニュートラルに限らずいろんな取り組みができる人になってほしいと思っています。

地域としてカーボンニュートラルを達成するために必要なことは何でしょうか？
　協議会の参画企業だけではなく、他の企業や行政、一般家庭、あらゆる方向から取り組んでいく必要
があります。そのためには、未来のカーボンニュートラル人材を育成することも効果的と考えています。
　八戸工業高等学校の生徒による未利用熱の再利用の研究が企業や大学からも注目されたり、八戸高
等学校の生徒がペットボトルのリサイクルによる二酸化炭素排出量の削減効果に関する調査をしたりと、
近年は若い世代の積極的な取り組みも増えてきました。この意識が企業や一般家庭にも波及して根付
くことで、カーボンニュートラルという考えが当たり前になっていけばといいと思っています。

カーボンニュートラルを実現するために、私たちが日常生活でできることはありますか？
　まずは省エネです。電気代が高くなったので、すでに取り組んでいる人も多いと思います。日常生
活だけでなく、家電は省エネ性能の高い機種を選ぶとか、家を購入・リフォームする際は断熱性を高め
るとか、大きな買い物をするときにも工夫できることはあります。
　物を大切に使うことも重要です。エネルギー価格の高騰などが原因で物の値段が上がっていて、今
後さらに生活に影響が出てくることが予想されます。廃棄物の削減は、節約にもつながります。
　取り組んだ結果どう変わったのかを可視化する仕組みができていくと、もっといいですね。

八戸インテリジェントプラザ
所長 松

ま つ ざ か

坂 洋
よ う じ

司さん

八戸の「可能性」はどんなところにありますか？
　二酸化炭素を排出しない作業工程を作るというのは非常に難しいので、排出した二酸化炭素をどうす
るかを考えることが重要です。排出した二酸化炭素を使ってエネルギーを作り、そのエネルギーをまた
作業工程で使うという仕組みを構築するのが、八戸地域の企業にとっては現実的だと思います。
　港湾があるという八戸のメリットを生かし、沿岸部に水素ステーションを作ることも考えられます。
水素エネルギーの供給拠点になるということですね。まずは、運送時の燃料としてたくさん使用して
単価を下げていくことで、いずれは企業や一般家庭にも水素が普及していくかもしれません。

協議会を設立したきっかけを教えてください。
　企業の悩みどころをオープンにする場を作るというのが一番の目的
でした。今までは大きな企業各社が、カーボンニュートラルやゼロエミッ
ションに向けて取り組んでいましたが、横の関係がありませんでした。
企業間に横串を入れて悩みを共有できる場が欲しいという声を受け、
4年4月に立ち上げました。
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